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BeingCollaboration 
情報共有基準案Rev4.0対応 

変更点について 

「工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件（Rev.4.0）平成26年7月版」 
対応によるBeingCollaborationでの変更点をご紹介いたします。 
 

   1.フォルダ構成の変更 
 
   2.発議書類確認による帳票削除 
 
   3.削除された帳票の一覧確認 
 
   4.セキュリティに関する要件について 
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1.フォルダ構成の変更 

今後新規作成する現場では、Rev4.0のフォルダ分類にしたがって文書管理フォルダを作成します。 

※既に作成済みのデータに関してはRev3.0のフォルダ構成のままとなります。 

Rev.3.0 Rev.4.0 
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2.発議書類確認による帳票削除 

 Rev3.0では「発議書類確認」機能により、決裁が完了した帳票の発議日/受理日/決裁完了日 
訂正ができました。Rev4.0ではこれに加え帳票の削除もできるようになりました。 

※「発議書類確認」機能は予め発議書類確認権限者の設定を行う必要があります。 
※Rev4.0では「主任監督員」または「現場代理人」に権限を持たせる旨記載されています。 
  BeingCollaborationではこの二役割以外にも柔軟に権限を持たせることができます。 

発議書類確認権限があれば 
削除できるようになりました。 



4 Copyright (C) 2014  Being Corporation All Rights Reserved 

3.削除された帳票の一覧確認 

発議書類確認などにより削除されてしまった帳票を一覧にて確認できます。 

削除された帳票は削除履歴一覧 
にて内容を確認できます。 
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4.セキュリティに関する要件について 

Rev4.0になり、「 6.1. セキュリティ要件」の内容が追加されました。これに関しては既に対応しており 
ます。 
 
<Rev4.0  「 6.1. セキュリティ要件」 変更部分抜粋> 

(2)アプリケーション、プラットフォーム、データ 
・ 利用者にID 及びパスワードを通知する際、その暗号化が実施されること。暗号化できない 
 場合は、ID の発行時に暗号化が行われない旨が利用者に通知されること。 
・ 情報共有システムに蓄積する利用者のパスワードは、暗号化が実施されること。 
・ 利用者からの要請があった場合、直ちに当該ID によるシステムの利用を停止できること。 
・ 暗号化のアルゴリズムは、電子政府における調達のために参照すべき暗号のリスト 
  (CRYPTREC 暗号リスト)（総務省、経済産業省 平成25 年3 月1 日）に記載された 
  いずれかのものであること。 
・ 情報共有システムと利用者との通信は、以下の方法で暗号化されること。 
   SSL3.0/TLS1.0 以上 
・ 以下のデータについては、データが不当に消去、改ざんされないように、アクセス制御が 
  実施されること。 
   ・ 帳票（鑑）並びに帳票（添付）及びその他の添付資料 
   ・ 「機能5-4：発議書類確認機能」で保存した履歴 


